
平成 28年 7月 14日

いわき総合高校 保健室

少しずつ気温が高くなうできてti汗ばむ季節になってきましたゎ。T輝間後には待ちに待うた夏休みです。規

挙零瑾提品拝啓ぽ弔稚護革添告ふ―らしい…韻韓韓―
気象庁はo月 2o日 に「7～ 9月の3カ月間、ラニ■ニャ現客の影響で列島は晴れる日が多く、猛暑となる見

込みである」と発表‐しました|う ニーニゃ現象とrよ、太平洋の南米本ルー沖付近の海水温が低くなり、温かい海
水が太平洋の西側六押しやられることです.このことにょりt夏は号く冬!よ寒いという現象が起こります。気温
が上がると、熱中症fiな る毎険性がとても高くなってしまいます。正しい知識を身に付けて、熱中症を予防しま
しょうね !

熱中症を引き起こす条件は三つあります。

①体

・肥満、暑さに弱い
。体制不良
・低栄奏様態 (夏パテ・食欲本振)

②環境 '

・気温、湿度力t高い
。風が弱い
。日差しが強い‐

'閉め切うた屋内

③行動

・激しい運動や償れていない運動
・長時間の屋外作業
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メ 熱中症声
種類 熱けいれん 熱失神・熱疲労

原因

大量の発汗があつて水のみ

補給した場合に塩分が不足

して起こる。

血管拡張、脳血流低下、脱水

によって起こる。

体温調節が破たんして起こ

ると全身の多臓串障害を合

併じt死亡率が高いと

′
′

症状

筋肉痛

手足がつる

筋肉がけいれんする

めまい

全身体怠感

悪心・嘔生

頭痛

体温が高い

意識障害
‐

言動が不自然

ふらつく

応急処置

生理食塩水(19め水‐

に9gの食塩水)や、ス

ポ‐ツドけレク|を補給古

回復しなけれFま病院本。

涼しい場所谷運ぷ。

水分(1,の水に2と の食塩

水)を補給t

足を高ぐして寝かせる。

手足の先から身体の中心に

向かうでマッサージする。

回復しなければ病院六と

・救急車要請。

・体の太い血管を冷やす。
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据響計fl早|11:T'〒 沓   ‐
騨4″

暑い夏十の数世主は■■■

弁当‐に■1粒八れてくると安いですね:
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